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	Ethereum Layer 2

	
	
		
			Protocol / Application

				
					[image: ファンクラブ運営に最適化されたNFTマーケットプレイス TAMAGO]
					
						
							NFT販売プラットフォーム

							TAMAGO

						

						
							
								NFT販売プラットフォーム。イーサリアムまたはイーサリアムレイヤー2チェーンであるOVO Chain上に構築。ERC721・ERC1155・ERC2981に準拠。主要マーケットプレイスで2次流通時のロイヤリティの回収ができます。（2021年冬ローンチ予定）
							

						

					

				

	
					[image: マルチプラットフォームブリッジ HASHI][image: マルチプラットフォームブリッジ HASHI]
					
						
							マルチプラットフォームブリッジ

							HASHI

						

						
							OVO Chain上のNFTなどのトークンをEthereum上で使えるようにするためのクロスプラットホームソリューション。OVO ChainからEthereumへの交換を簡単に実現できるようにしたウェブユーザーインターフェースを実装したBridge機能。Hashiを使うとNFTマーケットプレイス“Tamago”にリストしているNFTをEthereum上の世界最大のNFTマーケットプレイス“OpenSea”で取引することができます。（2021年冬ローンチ予定）

						

					

				



		
		
			Platform Solution

				
					[image: 独自ブロックチェーン OVO Chain]
					
						
							独自ブロックチェーン

							OVO Chain

						

						
							Velocityで構築します。ERC721準拠のNFTマーケットプレイス“Tamago”やEthereumへのBridge機能である“Hashi”が構築されています。主に日本人を対象としたプロトコル・アプリケーションを想定して、日本国内にノードを設置し日本からのアクセスに対して、レイテンシーを最小化しています。ネイティブトークンはOVOです。（2021年冬ローンチ予定）

								※Ethereum上のOVOとは異なる

						

						
							[image: +]OVO Chain上でプロトコル・アプリケーション展開を

ご検討の方はこちら

						


					

				

	
					[image: レイヤー２ソリューション VELOCITY]
					
						
							レイヤー２ソリューション

							VELOCITY

						

						
							イーサリアムが抱えるスケーラビリティの課題を解決するためのレイヤー２ソリューション。スケーラビリティを確保するため、複雑なコンセンサス・アルゴリズムを省き、PoA （プルーフ・オブ・オーソリティ）による軽量な処理を実現。イーサリアムへのアンカリングによってスケーラビリティと改竄検知の両立を実現。イーサリアム互換のEVM実装。メジャーなウォレットMetamaskなどにも対応してます。

						

						
							[image: +]VELOCITYについてはこちら

						


					

				



		
	








	Ethereum 2.0
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								Ethereum Foundation
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							イーサリアムステーキング協会

							Community

						

						
							
								2018年1月6日にイーサリアム創業者Vitalik Buterinが提唱した詐欺防止のコンセプトDAICOを実装したDAICOVOを開発しました。同年4月から日本人コミュニティを対象とした勉強会をEhereum Hack Tokyoとしてスタート。継続してイーサリアムにコミットしてきたこともあり、2021年7月にイーサリアムファウンデーションからステーキングの啓蒙に対する依頼を正式に受け（Grantを受領）、同年8月にCEO山瀬とCTO西村が共同代表となり創設したのがイーサリアムステーキング協会（以下ESC）です。イーサリアム財団のエクゼクティブディレクター宮口あやさんとイーサリアム2.0の開発の中心エンジニアのコアリサーチャーDanny Ryanさんが特別顧問として就任。イーサリアム財団と密な連携をとり、日本においてイーサリアムのステーキングに関する正しい知識の発信を通して、ステーキングをより身近にし、バリデーターとして活躍する全ての組織、個人を支援する計画です。
							

							
								イーサリアムブロックチェーンが世界に対してどのようなポテンシャルを持っているのかを理解いただけるように、日本語での情報提供やバリデーターサポートに加えて、参画企業様による自主勉強会、法的な面も含めた検討会などを計画しています。
							

						

						
							[image: +]イーサリアムステーキング協会についてはこちら

						


					

				

	
					[image: イーサリアムステーキングノード 構築および運用支援 ]
					
						
							イーサリアムステーキングノード
構築および運用支援

							Entrusted Development

						

						
							
								イーサリアムステーキング協会を通して得られる最新の有益な情報をベースに、4つの強みを生かして強力に支援します。
							

							
								● 1：

								機器およびクラウドサービスの選定。効率や安定運用を考慮に入れた機器スペック構成立案力。
							

							
								● 2：

								24時間・365日 停止させないための死活監視手法の構築力。
							

							
								● 3：

								アップデートやバグ情報の敏速な収集およびノードを安定させる運用力。
							

							
								● 4：

								ハッキングリスクを最初にするための秘密鍵の管理運用力。
							

						

						
							[image: +]イーサリアム2.0のノード構築・運用代行をご検討の
企業様はこちら

						


					

				



		
	








	Ethereum 1.0

	
	
		
				
					ERC20 Token


					[image: スイス政府公認トークン / OVO]
					
						
							スイス政府公認トークン

							OVO

						

						
							
								2017年スイスのツークにICOVO AGを登記して、2018年9月12日スイスの金融局FINMAから正式にノンアクションレターを取得して発行した暗号資産がOVO。
							

							
								PaymentとUtiliryの２つの機能の実装したトークンとして発行。2018年1月にDAICO実装のICOプラットホームとしてプロジェクトを立ち上げ、春〜夏にかけて欧州、アジア10箇所以上でロードショーをさせていただき、グローバルを対象として2018年9月から11月までInitial Coin Offering（ICO）を実施。結果Soft Capを超えて最終的には7,099ETHを調達。Whitelist登録者は世界35カ国、OVO保有アドレス数17,537(2021年8月）総発行数112,636,770。

2018年8月にタイのBitOnBay、マレーシアのVHCEx、ベトナムBlueBelt、グローバルのIDAX、韓国のHanbiticoに上場。2020年4月に全ての取引所から上場を廃止。2021年8月からUniswapでリストされています。
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					Smart Contract


					[image: 詐欺防止のためのスマートコントラクト / DAICOVO]
					
						
							詐欺防止のためのスマートコントラクト

							DAICOVO

						

						
							
								2018年1月6日にイーサリアム創業者Vitalik ButerinがICOで調達した資金を非中央集権的な手法で起案者が不正に使えないように管理するコンセプトDAICOを提唱。 DAICOはERC20に準拠したトークンを使っ たICOにおいて、スマートコントラクトを使ってプロジェクト起案者が調達した資金を時間あたりに 一 定 量 し か 引 き 出 せ な い よ う に し  か つ  プ ロ ジ ェ クト が 何 ら か の 理 由 で 中 止 と な っ た 場 合 な ど に ICO投資家の合意形成にもとづき残っている資金を戻せるようするための仕組みです。 
							

							
								ICOVOが開発したのはこのDAICOのコンセプトを実装したスマートコントラクトDAICOVOだ。ICOプロジェクト起案者が必要となる、独自トークン発行、販売、管理などの機能に加えて ICOに 最 適 化している。GitHub で公開中。
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					Wallet App


					[image: ウォレットアプリ / ICOVO App]
					
						
							ウォレットアプリ

							ICOVO App

						

						
							
								iOS/Android対応のWalletアプリ。イーサリアム, ERC20, ERC223準拠のトークンに対応。マルチアカウント機能により、用途に応じてアドレスを複数設定可能。
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					Community


					[image: エンジニアコミュニティ / Ethereum Hack Tokyo]
					
						
							エンジニアコミュニティ

							Ethereum Hack Tokyo

						

						
							
								2018年4月から日本人コミュニティを対象とした勉強会をEhereum Hack Tokyoをスタートし通算20回以上開催、コミュニティ参加者は500人以上。
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					Web Media


					[image: ブロックチェーンウェブメディア / Blockchain Insight]
					
						
							ブロックチェーンウェブメディア

							Blockchain Insight

						

						
							
								分散化社会の潮流をとらえ、次世代のエコノミーとガバナンスを考えるための論点を提供するウェブメディア。これから事業を創る人たちがテクノロジーを理解し、新たなコンセンサスを形成できるよう、次世代を見据えた活動や新しい考え方を紹介しています。
							

						

						
							[image: +]Blockchain Insightについてはこちら

						


					

				



		
	








	team

	
		
			CEOの山瀬は連続起業家だ。インターネットの登場と共にインターネットのホスティングサービスを展開してKDDI Web Commnications Inc.（KDDIのグループ会社）を創設。その後音楽・飲食・IoT・AI・医療と幅広く足を入れた。2017年ブロックチェーン領域に足をいれるべき、パートナーエンジニアを探してCTOの西村と出会った。西村はDevcon2/Shanghai Global Blockchain Summit 日本人唯一の登壇者で、プロダクト構築を得意とする実務領域に精通している科学者だ。
		

		
			スイスのツークにICOVO AGを設立するにあたり、バックオフィスとして全面的に支えてくれる役割としてプロジェクトに参加してくれたのがオリバーだ。彼はスイス在住で金融のスペシャリストだ。スイス金融局FINMAと密な連携をしてノンアクションレターの取得を成功させている。チームは3人を軸に日本、スイス、シンガポール、米国とグローバルなメンバーで構成されている。
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			山瀬 明宏

			(Japan)

			Chief Executive Officer / Co-Founder
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					1987年2月株式会社KDDIウェブコミュニケーションズを設立。代表取締役社長に就任。2013年3月に辞任。2010年4月にスタートアップ向けサービスオフィス会社、KnowledgeSocietyを設立。 2015年2月にスタートアップ企業への投資や子会社の株式保有を目的に、ヤマセホールディングスを設立。飲食・音楽・IoT・AI・医療など幅広い事業を手がける。 2018年1月スイスのツークにICOVO AGを設立し、CEOに就任。
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			西村 祥一

			(Japan)

			Chief Technology Officer / Co-Founder

			[image: ]Show Details
			
				

				[image: ]Close
				
					ICOVOプロジェクトの最高技術責任者であり、同時にシステムアーキテクト。オラクルのデータベースコンサルタントとして、キャリアをスタート。 2013年に CompsCo Ltd を設立。機械学習・自然言語処理・音声合成技術などの学術プロジェクトに特化した、ソフトウェアを開発。 2018年にブロックチェーン関連のビジネスを、G. U.Labにスピンオフ。 G. U. Labはウォレットアプリ・統合開発環境・Dappブラウザーなど、開発コミュニティをサポートするツールの提供を目指している。 イーサリアムとERC20トークンをサポートする、「タキオンウォレット」をリリース。 上海で開催されたGlobalBlockchain Summit2016で登壇し、BestInnovationAwardを受賞。 「初心者向けブロックチェーンアプリケーション - イーサリアムでのスマートコントラクト開発」（2017年翔泳社）を公開。2018年1月ICOVOプロジェクト創設に参加。
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			Oliver Gomm

			(Switzerland)

			Adviser

			[image: ]Show Details
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					2002年に大学を卒業して以来、2011年までヘッジファンドのマーケットリーダーであるマンインベストメンツを含むオルタナティブ投資業界で、リレーションシップマネージャーとして勤務。

					その後、2011年9月にスイスにSaltwater Partnersを設立し、ヘッジファンドやプライベートエクイティの分野で、専門的な投資家向けコンサルティングサービス・アドバイス・サポートを提供。 2012年にTune Capital AGのマネージングディレクターに就任。プロのクライアントや機関に投資管理およびコンサルティングサービスを提供。

					2018年1月にICOVOプロジェクトに参加。
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			Ria Soni

			(the United States)

			Evangelist

			[image: ]Show Details
			
				

				[image: ]Close
				
					2018年東京大学で博士号を取得する直前に、エバンジェリストとしてICOVOプロジェクトに参加。 欧州・アジアでのロードショーに参加し登壇。出身はシリコンバレー。カリフォルニア大学サンディエゴ校で、理学士号を取得。 バイオテクノロジーの新興企業に勤務。また同時にフリーランスの翻訳者・教育関連のスタートアップの校長/カリキュラムデザイナー。
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			千葉 敦子

			(Japan)

			Communication Manager

			[image: ]Show Details
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					NYコレクションのブランドPRをやっている大手アパレル会社に、13年間勤務。 その間シーズンのビジュアルや雑誌の提携、コレクションやブランドのイベントのマネジメントを行う。2015年にはCEOアシスタントとして、ヤマセホールディングスに入社し、2018年ICOVOのコミュニケーションマネージャー。
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			Dr. Tom Frey

			(Switzerland)

			Legal Advisor

			[image: ]Show Details
			
				

				[image: ]Close
				
					2009年から民法および民事訴訟法の分野で、スイスのバウムガルトナー・メヒラー法律事務所に弁護士として勤務。銀行部門だけでなく、幅広く会社法の問題や紛争における訴訟手続きに焦点を当てた弁護士として活躍。契約・雇用・テナント法の問題、およびデータ保護とブロックチェーンテクノロジーに関連する法的な問題の分野を専門としている。

					IT法会員スイスバー協会（SAV）、チューリッヒバー協会（ZAV）メンバー。DieErmittlung des Schadens und anderer Quantifizierbarer Werte im Anwendungsbereich vonArt /Zürich/ Basel / Genf 2017などを執筆
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			Quek Li Fei

			(Singapore)

			Legal Advisor

			[image: ]Show Details
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					シンガポールの弁護士。分散型台帳テクノロジー/ブロックチェーン・暗号通貨・およびICOの法的側面に関するアドバイスを得意とする。銀行および金融・プライベートクライアント・ブロックチェーン・暗号通貨・イニシャルコインオファリングの各チームのリーダー。そのほか、さまざまな取引や一般的な会社法で、銀行の代理を務めた経験があり、ウェルスマネジメントの法的側面を含む不動産計画・信託のアドバイス・債務と株式の問題に関するグローバルな課題を、解決などに取り組む。
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			Adam Meziti

			(England)

			Marketing and Partnerships Associate

			[image: ]Show Details
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					グローバルのノマド市民。7ヶ国に在住。 起業家精神を持った国際ビジネス理学士。 エラスムス大学ロッテルダム経営大学院で財務および投資の修士号を取得し、専門は金融デリバティブおよび技術的提携/買収。 Reactエンジニア。フリーランスとしてNFTプロジェクトの立ち上げサポートを経て2021年9月からMarketing and Partnerships Associate’としてICOVOに参加。
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		ご質問や疑問点・技術的なご確認などございましたら、
お気軽にお問い合わせください

		contact@icovo.co
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      3 Reasons Why You Better Choose
ICOVO Bounty Program

      ICOVO is an ICO platform with an investor protection mechanism. It makes the ICO environment healthier by utilizing DAICOVO smart contracts, which implements the DAICO concept, and an ICO optimized Wallet, the ICOVO App.

      
        
          People should choose projects with concepts or products that are a first in the world and relationships with influencers in the industry.
        

        
          [image: ]
          [image: ]
        

        The ICOVO project is the world’s first project to implement the DAICO concept proposed by Vitalik Buterin, co-founder of Ethereum, to enable anyone and everyone to use DAICO through a user interface designed for easy usage by non-technical users.

      
      
        
          People should choose projects not only with an idea but also with a complete product, or at least at the MVP stage or alpha version stage.
        

        46% of the projects in 2018, Q1 only had ideas. Even if people have skills to come up with a great idea, nobody knows if they are capable of achieving it. ICOVO has a highly skilled development team, and already released commercial versions of their products.

        ICOVO’s Products as of August 1, 2018		Idea	MVP	Alpha	Beta
	DAICOVO	Complete	Complete	Complete	Complete
	ICOVO APP	Complete	Complete	Complete	Complete
	ICOVO Web	Complete	Complete	On going	


        
          Development Stages of ICO Projects
          [image: ]
      
      
        
          People should choose projects that thinks carefully about token circulation control design, especially to decrease its circulation amount in the market.
        

        Some tokens only have the functionality for substitution by Ethereum and Bitcoin. Those tokens have no demand from the market and its value will not increase. Some tokens will increase its supply amount by its nature, and those tokens tend to decrease its value.

        OVO can be used for purchasing other tokens issued by projects on the ICOVO platform. At the rate of Ether on the market, OVO can be used as a 25% discount coupon. Investors prefer to use OVO over Ether when it comes to investing in projects on our platform. We applied the following 3 mechanisms to lower the OVO circulation amount.

        	Hard Lockup
	
            52 million tokens that cannot be sold immediately.
            
              [image: ]
            

            Among the 200 million OVO tokens to be issued in total, 11 million tokens distributed to team members and contributors will be locked up for 1 year, and another 11 million for 2 years. Additionally, if 60 million tokens are sold during the closed sale, 50% or 30 million of those tokens will be locked up for 6 months, leading to a total of 52 million tokens that cannot be sold in the market immediately due to a hard lockup.
          


        	Soft Lockup
	
            10% Free distribution of OVO tokens to token holders that hold on to OVO for 6 months or 1 year
            
              [image: ]
            

            For the 12 million OVO tokens issued for marketing purposes, token holders that hold on to them for over 6 months will be offered a 10% bonus of the amount retained. Another 14 million OVO are set aside for token holders that hold for over a year, where they will be offered a 10% bonus of the amount retained. These OVO tokens set aside for free distribution will be locked up until they are bestowed. At the same time, OVO token holders’ retention rate is expected to increase through free distribution of OVO tokens to token holders that hold on to OVO for 6 months or 1 year.
          


        	OVO Tokens Locked Up Through DAICOVO
	
            OVO is locked in proportion to the number of project list increases on the ICOVO Platform.
            
              [image: ]
            

            The projects listed on the ICOVO platform can procure funds by accepting either ETH or OVO. The procured funds will be managed by DAICOVO and can be withdrawn by a preset tap (amount that can be withdrawn per second). Procured ETH will be withdrawn first and OVO will be later.
The mechanism is set up so that ETH shall be withdrawn first, and OVO can be withdrawn only after all ETH has been withdrawn. Thus, OVO will be locked up through DAICOVO to ensure it is not sold immediately on the market.
          


      
      
        
          
            
              [image: ]
            
            sign up
          
          SIGN-UP! Get Free Tokens
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